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Summary 
Agricultural Machinarization in Japan after WW2 was very rappid and dramatic process. Now. 
only 4 companies hold the monopolistic statas in the agricultural machinery market. Agricultural Coop 
have tried to get advantage in the marcket， but now be pushed in the status of just the affiliats control-
led by the monopolistic 4 companies. 













































































































経営規模 乗用トフクター 動力田植機 自脱整
言十 15p5未満 15-30 30P5以上 コンI'Iイン
0.5ha未満 272.6 133.4 133.5 5.7 271.1 134.7 
0.5-1.0 616.0 204.4 394.2 17.4 535.2 338.5 
1ha未満の割合 48百 71覧 43% 14% 54% 46% 
1.0-1.5 372.6 73.5 280.1 19.0 295.3 217.4 
1.5-2.0 215.3 29.1 166.7 19.5 161.3 129.1 
2.0-3.0 207.5 20.6 151.6 36.3 144.0 123.3 
3.0-5.0 125.8 9.3 73.7 42.8 76.4 69.4 
5.0ha以よ 50.0 3.0 19.4 27.6 23.5 21.6 





費用合計 農機具費 10a当たり 労働費 労働費 農機具費と
うち農機具費 の割合 労働時間 の割合 労働費の合計
A B C=B/A D E=D/A C+E 
円 円 事も 時間 円 呼色 事も
1965年 28，294 3，963 14.0 141.0 15，626 55.2 69.2 
1970年 44，903 8，874 19.8 117.8 22，875 50.9 70.7 
1975年 80，866 18，069 22.3 61.5 36，084 44.6 67.0 
1980年 128，335 36，242 28.2 64.4 52，681 41.0 69.3 
1985年 143，374 42，656 29.8 55.1 54，339 37.9 67.7 
1990年 140，572 42，831 30.5 43.8 51，398 36.6 67.0 
1991年 134，362 27.437 20.4 43.3 56，625 42.1 62.6 
1992年 133，865 26，663 19.9 41.1 56，156 41.9 61.9 
1993年 141，367 29，387 20.8 39.6 58，665 41.5 62.3 
1994年 132，059 25，295 19.2 37.6 55，180 41.8 60.9 
1995年 135，388 26，625 19.7 39.3 57，016 42.1 61.8 





農家総所得 農業所得 農機具購入費 (C/A) (C/B) 
(A) (B) (C) 含自動車 含自動車 含自動車
千円 千円 千円 与も 与も
1970年 1，592 509 52 3.3 10.2 
1975年 3，961 1，146 160 4.0 14.0 
1980年 5，594 952 169 3.0 17.8 
1985年 6，916 1，066 198 2.9 18.6 
1990年 8，399 1，163 199 494 2.4 5.9 17.1 42.5 
1991年 8，686 1.422 232 548 2.0 6.3 16.3 38.5 
1992年 8，819 1.430 210 524 2.3 5.9 14.7 36.6 
1993年 8，883 1，291 215 495 2.4 5.6 16.7 38.3 
1994年 9，091 1，593 532 5.9 34.6 
1995年 8，917 1.442 588 6.6 40.8 



















































































1977年の出荷額ピークを基点に， 1986年， 1995年と 9年
いる. ごとの周期で更新需要のピークが訪れている.しかし需
以上をまとめれば，日本の戦後農業機械市場の需要構 要の絶対的な拡大は見られず，停滞傾向が支配的である.
造は， ①農業生産規模に比してきわめて分厚い需要量が 対前年度の伸び率という側面から見ると，上記の 3つ
あり， ②また農業所得低迷にもかかわらず兼業収入に支 の時期区分の内部に，さらにいくつかの躍進期と停滞期
/でヘ fケ ~ 
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まず第 1J切の内部には，.2つの躍進期と 2つの停滞期 から1986年の 3カ年間，そして1992年1993年の 2カ年間
がある.すなわち， 1956年頃から1962年までの成長率 に，10%に満たないわずかな躍進期を確認できるのみで
20%近い第 l躍進期，続く 1963年と 1964年の 2カ年間の ある.その他の時期 あるいは第 3期全体を第 3長期停
第 1停滞期，さらに1965年から1970年までは成長率が 滞期と呼ぶことができる.
10%台後半の第 2躍進期， 1971年と 1972年の 2カ年間の この時代区分と重ねながら図 4に示した主要農業機械
第2停滞期である.ちなみに第 2停滞期の開始年1971年 の普及台数の推移を検討すると以下のようなことがわか
は，第l次減反政策が発動される年である. る.
第2期の内部には，停滞期はない 全期間を含めて， まず1956年頃から1964年までの前述の第 1躍進期 ・第
第3躍進期と称する ことができる.そして前述したよう 1停滞期がそのまま動力耕転機の普及拡大期と重なるこ
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表4 開発、出荷および普及動向から見る農機市場構造の時代画期の設定




動力耕転機の開発普及の時代 第1躍進期(1956-62) 耕転機出荷普及本格化(1956) 高度成長田兼業深化期
(1953-1964) 第 (1956-72) 農業基本法制定(1961)
1 第1停滞期(1963-64) 耕転繊在庫過剰(1963)
中型機械開発の時代 期 第2趨進期(1965-70) 卜7?~出荷普及本格化(1 965)田植機出荷開始(1970)(1965-1972) 
第2停滞期(1971-72) 第1次減反政策(1971)
貫体系の完成と市場の 第
(1973-77) コン1¥イン出荷開始(1973) 低成長・高齢滞留期 オイルショッヲ(1973)爆発的鉱大の時代 2 
(1973-1977) 期 (1973-84) 米価大幅値上げ(1974)
低成長下の普及浸透の時代 第 (1978-1984) 第2次減反政策(1978)
(1978-1984) 






第2躍進期と第 2停滞期にあたる1965年頃から1972年 この時代は， 1956年6月の農業基本法制定を端緒とする


























及動向， さらに農業構造の特徴と農業政策の変遷を一覧 農機メーカーは，現在， 大別すると総合農機メーカー
し整理したのが次の表4である.戦後は以下のような 6 と専門農機メーカーに区分することができる.
つの時代画期に区分することができる. 総合農機メーカーとは 主要農業機械であるトラク
第1は1945年から1952年にわたる定置型脱穀調製作業 タ・耕転機 ・田植機 ・パインダ ・コンパイン等を製造販
機普及の時代である.これは移動型農機としての耕転機 売する会社で，全国規模で自社系列販売組織網を保有し







動力耕転機 卜フクター 田植機 1¥インダ コン1¥イン 農業用
うち農業用トフクタ 乾燥機
1960年 60.9 98.8 
1961年 59.1 98.3 
1962年 61.3 97.5 
1963年 61.3 93.6 
1964年 65.2 92.2 
1965年 63.9 84.1 
1966年 63.5 79.7 
1967年 61.8 76.8 
1968年 69.8 77.5 
1969年 72.1 79.7 
1970年 75.5 82.7 
1971年 71.7 88.6 
1972年 75.5 87.4 
1973年 73.0 86.8 77.7 
1974年 71.3 82.4 81.1 
1975年 70.0 76.9 80.3 87.4 82.4 94.6 74.4 
1976年 68.1 72.4 83.1 86.9 86.9 94.4 72.4 
1977年 68.9 72.4 85.7 89.1 87.0 93.9 67.9 
1978年 68.5 73.6 83.3 91.6 88.5 92.6 65.8 
1979年 63.6 73.5 83.2 95.9 89.0 93.9 62.2 
1980年 68.2 72.9 82.3 98.0 91.3 96.1 63.6 
1981年 68.8 75.6 83.7 92.7 91.0 96.4 58.5 
1982年 68.3 75.2 81.3 93.2 90.3 97.8 54.2 
1983年 69.9 72.9 82.6 93.5 93.6 97.5 50.8 
1984年 66.8 68.9 93.9 93.3 94.1 97.9 54.5 
1985年 59.2 63.6 86.8 91.7 92.2 98.1 59.1 
1986年 63.6 67.2 83.8 92.8 86.3 98.2 59.1 
1987年 60.5 76.5 86.2 92.7 85.6 98.0 43.7 
1988年 62.7 75.8 86.1 91.8 85.2 98.0 46.7 
1989年 67.4 77.5 84.8 91.6 84.6 97.7 62.8 
1990年 69.3 78.1 86.6 91.4 92.3 97.6 63.5 
1991年 65.8 72.5 90.4 93.9 95.4 98.0 57.6 
1992年 68.7 74.4 92.6 95.6 95.9 98.1 52.4 
1993年 81.8 75.3 91.9 93.3 95.4 98.3 56.8 





















































1工場あた りの有形固定資産額5，000万弱であった そ が，とりわけ資本金規模10億円以上の階層では 1工場あ
の後， 市場拡大期の第 2期に精力的に工場設備の拡充に たりの製造品出荷額規模の莫大さや，工場の有形固定資
努め， 1978年には 1工場あたり有形固定資産額は 1億 産総額に示される工場の立ち上げコスト，それゆえに参
4，000万円弱にまで達した.その結果，工場あたりの従 入障壁の大きさ，あるいは規模の経済性を示す従業員一
業員数はほぼ半減し，逆に 1工場あたりの製造品出荷 人あたり製造品出荷額の高さ，いずれをとっても，寡占















"~uu-r- .CL. .品、，0.1，-.，...，.- V"'-.lU 
宜社組織(j正本金別
500万円 1，000万
100万円 200万円以上 円以上 5，000万 li意円以 10億円以
100万円 以上200 以万円上500 1，000万 5，000万 円以上l 上10億円 上100億 100億円
未満 万円未満 未満円未満 円未満億円未満未満 円未満 以上 会社合計 個人
1965年 232 192 150 98 94 18 21 7 1 ‘ 8621曳3 482 
実数および切 18% 15弘 12% 8% 7' 1% 2% 1% 開 37% 
1965 型甲 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100 
66 機 84 108 116 105 103 94 90 100 200 101 117 
67 織 87 105 131 114 112 83 90 129 。 106 107 
68 開 78 107 144 112 139 78 110 114 100 1日9 118 
69 発 64 104 152 122 152 128 114 129 200 110 117 
701 ~ 56 84 141 124 157 83 119 129 200 101 105 
71 伶 56 69 143 110 147 94 114 114 200 951 90 
72 51 81 143 111 149 89 10 86 200 971 92 
73 市 40 85 146 132 166 111 19 114 200 100 100 
74大8・ 42 86 169 166 205 117 129 71 200 114 114 
75認 39 91 190 189 231 161 129 157 100 125 104 
76代的 38 101 203 187 265 144 129 171 100 133 115 
77 拡 35 91 189 216 272 156 143 171 300 133 112 
78 低 31 86 175 210 285 167 133 186 300 129 110 
79 成 28 79 174 190 288 167 152 143 200 124 100 
80透長 28 79 166 214 274 200 148 129 100 124 88 8i l ~~ 20 73 157 191 262 211 148 157 300 116 78 
82代嘗 20 62 155 203 267 200 171 143 200 115 76 
83 及 20 65 145 204 279 200 157 143 100 115 78 
84 漫 18 61 143 217 281 206 157 157 100 115 73 
85 16 59 150 206 296 222 148 157 100 116 76 
86 18 55 149 201 283 239 129 157 300 113 71 
87 市 15 52 137 179 267 261 129 171 300 105 67 
88 温 13 56 131 176 256 239 124 171 300 102 65 
89 縮 13 51 115 183 276 206 124 171 300 100 51 
90 小 13 49 114 192 270 244 119 171 300 101 51 
91 の 12 44 17 187 288 261 138 229 200 103 39 
921 ~ 8 42 113 180 298 261 138 200 200 10日 35 
93 自 37 17 173 328 239 133 200 200 102 34 
94 7 29 13 160 341 228 133 186 200 991 28 
95 3 7 115 124 431 233 119 229 200 991 31 
'"教および帖 1% 1% 18% 13% 42% 4省 3喝








































25 73 。% 100¥1， 
2 956 
100万円 100万円 200万円 500万円 1，000万 5，000万 I億円以 10億円以 100億円 個人 組合
未満 以上200 以上500 以上 円以上 円以上l 上10億円上100億以上 その他
万円未満 万円未満 1， 000万 5，000万億円未満未満 円未満
円未満 円未満
1965 型中 13 19 29 57 95 207 311 969 x 8 19 
66 機 13 19 29 56 104 
238 425 x x 8 10 
67 植 13 19 29 49 104 268 400 591 x 8 
68 開 17 26 48 119 275 378 642 x 8 24 
69 発 12 15 24 46 108 211 x 637 x 7 11 
701 ~ 11 14 21 38 97 177 x 600 x 7 22 
71 代 11 14 20 36 87 156 331 x x 7 30 
72 11 13 19 33 84 160 345 x x 7 12 
73 市 11 13 18 32 83 350 649 x 7 14 
74 大当面 11 13 17 28 79 174 396 x x 7 12 75 1 ~: 10 11 15 25 70 155 317 x x 7 12 
76代的 12 11 15 26 63 180 292 x x 7 12 1 
77 鉱 11 11 15 21 58 182 286 530 1. 741 7 12 
78 低 12 10 14 21 55 146 221 596 1， 635 7 12 
79 成 12 10 14 21 55 146 219 x x 7 14 
80遭長 11 10 13 20 51 119 205 x x 7 12 
811 ~時Jゐ干 10 11 12 19 47 111 196 601 1，422 6 9 
82代普 11 10 12 19 45 108 175 x x 6 10 
831 >. 10 10 12 18 45 103 178 x x 6 14 
84 浸 10 11 12 18 44 98 173 x x 7 8 
85 10 10 12 19 47 102 178 x x 6 20 1 
86 12 9 12 18 45 96 155 392 1，096 x 
87 市 11 10 12 18 41 97 151 332 1，021 x x 
88 場 9 9 11 18 39 96 155 318 1，003 6 8 
89 輔 8 9 11 18 37 99 160 316 905 x x 
901 '1、 12 9 10 16 38 90 162 325 880 x x 
91 の 8 8 10 16 37 86 156 x x x x 
921 ~ 9 8 9 15 36 83 158 x x x 
93 日 8 9 16 35 95 158 x x x 
94 自 8 10 13 32 90 153 x x x 








100万円 100万円 200万円 500万円 1，000万 5，000万 l億円以 l口億円以 100億円 個人 組合・そ
未満 以上200 以上500 以上 円以上 円以上l 上10億円上100億以上 の{也
万円未満万円未満 1，000万 5，000万億円未満未満 円未満
円未満 円未満
1965 型甲 18 28 49 132 225 586 891 8，838 x 
66 機 18 28 61 136 276 736 1，477 8，261 x 
67 樺 20 35 65 153 308 907 !， 579 3， 195 x 
68 開 34 69 151 445 903 !， 754 4，250 x 
691 jを 24 34 69 151 444 888 4，948 x 
701 ~ 27 37 69 140 442 850 4，993 x 
711 f~ 31 32 69 137 425 845 2，083 x x 
72 33 37 74 148 452 789 2. 175 x x 
73 市 44 50 89 181 632 2，714 8，941 x 
74大場 49 56 106 218 856 1，992 4，333 x x 
75 時の爆発 53 49 97 191 707 !， 877 4，090 x x 
76代的 63 55 113 222 677 2，555 3，674 x x 
77 鉱 65 63 120 199 781 2.808 3.935 17.160 67.888 
78 低 78 66 104 208 745 2，192 3，468 15，585 54，620 
79 成 79 61 117 217 718 2，263 3，630 x x 
80遭長 80 68 118 219 776 2，213 3，561 x x 
811 ~~ 78 68 115 220 661 2，054 3，378 16，673 45，076 
821 f~普 83 72 118 221 657 1，931 3，164 x x 
83 及 81 73 119 218 677 1，861 3，158 x x 
84 理 92 84 122 228 726 1. 995 3.345 x x 
85 87 76 123 241 761 2，095 3，781 x x 
86 95 78 123 251 744 2，082 3，509 11，944 59，488 
87 市 84 89 131 248 652 1，981 3，445 10，912 53，505 
88 場 98 76 133 255 637 2，014 3，733 1，029 46，979 
89 帽 90 79 122 258 641 2，148 3，882 1，147 49，280 
901 "、 129 82 128 246 713 1，981 4，162 12，710 49，008 
91 の 81 90 128 254 720 !， 993 4，161 x x 
921 ~ 84 90 119 219 695 !， 873 4，413 x x 
93 61 81 108 211 659 2，094 4，408 x x 
94 51 81 107 152 593 2，035 4，491 x x 






































未満 以上200 以上500 以上 円以上 円以上l 上10億円上100億以上 その他
万円未満万円未満 1，000万 5，000万億円未満 未満 円未満
円未満 円未満
1965 型中 2.9 5.4 8.2 22. 1 44.2 109.6 213.4 1，214.0 x 1. 3 5.4 
66 機 3. 1 5.3 11.1 21. 9 48.4 108.6 213.3 1，312.9 x 1. 3 1. 0 
67 被 2.7 6.0 11.1 22.9 49.9 127.3 213.5 366.8 x 1.3 x 
68 開 x 6.1 11. 2 23.5 64.7 123.5 203.7 417.4 x 1. 2 11. 0 
69 発 4.3 6.9 13.0 26. 1 76.8 122.7 x 582.8 x 1. 6 1. 7 
701 ~ 4.4 7.0 12.8 28.5 84.7 146.8 x 742.7 x 1. 4 12.6 
71 代 5. 1 7.2 12.8 32. 1 83.8 158.8 410.3 x x 1. 3 28.9 
72 4.2 7.5 13.0 34.3 86.5 166.2 385.3 x x 1. 5 11. 5 
73 市 5.3 6.5 14.4 31. 3 89.6 395.4 1，019.1 x 2.2 13.0 
74大場 5.9 6.9 12.8 30.4 104.7 207.7 610.9 x x 1. 9 8.6 
751 ~: 6.9 6.4 14.0 34.6 17.2 274.3 663.6 x x 1. 9 11. 2 
76代的 11. 5 8.2 14.8 35.5 108.4 369.3 606. 1 x x 2.3 7.2 
77 鉱 10.3 8.3 14.6 34.1 109.4 437.6 626.7 2.358.5 6.633.7 2.9 11. 2 
78 世 13.3 8.6 14.8 37.9 134.4 392. 1 626.6 2，345.5 6，472.7 2.7 5.8 
79 成 13.7 7.3 16.8 36.7 137.6 408.2 704.8 x x 3.6 2.9 
80透長 12. 1 10.8 22.0 42.1 131. 4 354.2 714.6 x x 3.9 3.2 
81 の時下の 12.7 10. 1 17.6 39.4 135.0 444.8 704.4 3， 294. 7 5，462. 7 3. 6 3.4 
82代普 12.9 12.6 19.8 43.5 130.4 439. 1 651. 9 x x 3.7 3.5 
83 及 13.0 12.0 23.0 43.0 128.7 433.9 766.8 x x 3.9 19.5 
84 漫 12.1 9.4 19.5 49.0 138.1 455.9 689.3 x x 5.1 3.0 
85 12.6 10.0 20.9 4.3 119.4 464.6 605.8 x x 4. 2 22.0 
86 14.3 10.3 21. 6 45. 1 167.8 456.4 581. 7 2，302.0 7，191. 0 x 
87 市 7.9 14.0 25. 1 47. 1 147.6 463.1 623.7 2，110.9 9，665.7 x 
88 錫 13.5 8.3 24.9 51. 2 155.4 495.2 640.7 2，117.0 9，790.0 4.5 3.0 
89 繍 14.8 8.9 18.9 47.6 142.8 578.7 686.3 1，902.4 8，897.3 x 
901 "、 21. 3 ヨ7 20.5 45.9 144.6 581. 9 798. 5 2，024.8 8，568.7 x 
91 の 12.9 8.4 20.1 48.4 135.7 602.0 790.6 x x x x 
921 ~ 9.4 9.6 16.9 47.6 148.2 673.7 857.9 x x x x 
93 10.4 9.2 17.7 51. 6 148.1 774.9 922.9 x x x x 
94 4.6 3.9 20.5 47.2 141. 0 925.8 935.5 x x x x 


































表10 J:1:業用機械製造業 (J:i器具を除く )の生産構造の推移
単位有形固定資産あたり平均製造品出荷額
会制組織(資本金即l
100万円 100万円 200万円 500万円 1. 000万 5，000万 l億円以 10億円以 100億円
未満 以上200 以上500 以上 円以上 円以上l 上10億円上100億以上
万円未満万円未満1.000万 5，000万億円未満 未満 円未満
円未満 円未満
6.3 5. 1 6.0 6.0 5. 1 5.3 4.2 7.3 x 
5.9 5.3 5。声 6.2 5.7 6.8 6.9 6.3 x 
7.5 5.9 5.9 6.7 6.2 7. 1 7.4 8.7 x 
x 5.6 6.2 6.4 6.9 7.3 8.6 10.2 x 
5.6 4.8 5.3 5.8 5.8 7.2 x 8.5 x 
6.2 5.3 5.4 4.9 5.2 5.8 x 6.7 x 
6.0 4.5 5.4 4.3 5.1 5.3 5. x x 
7.7 4.9 5.7 4.3 5.2 4.7 5.6 x x 
8.4 7.7 6.2 5.8 7. 1 x 6.9 8.8 x 
8.4 8.1 8.3 7.2 8.2 9.6 7. 1 x x 
7.7 7.7 6.9 5.5 6.0 6.8 6.2 x x 
5.5 6.7 7.6 6.3 6.2 6.9 6.1 x x 
6.3 7.5 8.2 5.8 7. 1 6.4 6.3 7.3 10.2 
5.9 7.7 7.0 5.5 5.5 5.6 5.5 6.6 8.4 
5.8 8.4 6.9 5.9 5.2 5.5 5.2 x x 
6.6 6.4 5.4 5.2 5.9 6.2 5.0 x x 
6. I 6.7 6.5 5.6 4.9 4.6 '1. 8 5. 8.3 
6.5 5.7 6.0 5. 1 5.0 4.4 4.9 x x 
6.2 6.1 5.2 手 l 5.3 4.3 4. 1 x x 
7.6 8.9 6.3 4.7 5.3 4.4 4.9 x x 
6.9 7.6 5.9 5.4 6.4 4.5 6.2 x x 
6.7 7.6 5.7 5.6 4.4 4.6 6.0 5.2 8.3 
10.7 6.4 5.2 5.3 4.4 4.3 5.5 5.2 5.5 
7.2 9.2 5.3 5.0 4. 1 4. 1 5.8 5.2 4.8 
6.1 8.9 6.4 5.4 4.5 3.7 5.7 5.9 5.5 
6.0 8.5 6.2 5.4 4.9 3.4 5.2 6.3 5.7 
6.3 10.8 6.4 5.3 5.3 3.3 5.3 x x 
8.9 9.4 7.0 4.6 4.7 2.8 5. 1 x x 
5.9 8.8 6.1 4. 1 4.4 2.7 4.8 x x 
11. 0 21. 1 5.2 3.2 4.2 2.2 4.8 x x 
x 80.5 6.7 4.4 4.0 2.9 4.9 4. 1 x 
資料 通商産業省 「工業統計表J各年次
表11 農業用機械製造業(Jl!!~具を除く)の生産構造の推移
Hι~~ ，、‘1" ，- J ，-. ヨ尋回.. 晶画LU""I-ι"町 軍申叫司T ，・ . "， J I ~I 
|会社組織{資本金別
100万円 100万円 200万円 500万円 1，000万 5，000万 l 億円以 10億円以 100億円
未満 以上200 以上500 以上 円以上 円以上l 上10億円上100億以上
万円未満万円未満1.000万 5，000万億円未満 未満 円未満
円未満 円未満
1965 '1' 1.4 1.4 1.7 2.3 2.4 2.8 2.9 9.1 x 
66 型 1.4 1.5 2. 1 2.4 2.7 3. 1 3.5 7. 1 x 
671 : 1.6 1.8 2.2 3. 1 3.0 3.4 3.9 5.4 x 
68 開 x 2. 1 2.6 3. 1 3.8 3.3 4.6 6.6 x 
69 姥 1.9 2.2 2.9 3.3 4. 1 4.2 x 7.8 x 
701 ~ 2.4 2.5 3.2 3.6 4.6 4.8 x 8.3 x 
71 代 2.8 2.4 3.5 3.8 4.9 5.4 6.3 x x 
72 3. 1 2.7 3.8 4. 5.4 4.9 6.3 x x 
73 市 4. 1 3.7 4.8 5.7 7.6 7.7 13.8 x 
74大場 4.6 4.3 6.2 7.8 10.9 11. 4 10.9 x x 
751 ~，町p湖発 5. 1 4.3 6.3 7.6 10.2 12. 1 12.9 x x 
76代的 5.4 5.0 7.4 8.6 10.8 14.2 12.6 x x 
77 壁土 6. 1 5.8 8.2 9.5 13.5 15.4 13.8 32.4 39.0 
78 低 6.7 6.3 7.4 9.7 13.5 15.0 15.7 26. 1 33.4 
79 成 6.9 6.2 8.5 10.3 13. 1 15.5 16.6 x x 
80透畏 7.5 6.9 8.8 11. 2 15.4 18.6 17.4 x x 
81 1 ~; ~ 7.4 6.4 9.2 11. 4 14.0 18.4 17.2 27.8 31. 7 
82代管 7.7 7. 1 9.5 11. 7 14.6 17.9 18.1 x x 
831 & 7.9 7.2 9.8 11. 9 15.1 18.2 17.7 x x 
84 浸 9.7 7.7 10.0 12.4 16.5 20.4 19.4 x x 
85 9.1 7.9 10.0 12.8 16.3 20.6 21. 2 x x 
86 7.7 8.4 10.6 13.6 1'6.6 21. 7 22.7 30.4 54.3 
87 市 7.9 8.8 11. 0 13.6 16.0 20.5 22.8 32.9 52.4 
88 場 10.8 8.8 11. 6 13.9 16.1 21. 0 24.0 34.7 46.9 
89 筒 11.0 9.2 11. 2 14.4 17.2 21. 7 24.3 35.3 54.5 
90 小 11. 2 9.4 12.3 14.9 18.7 22. 1 25.6 39. 1 55.7 
~~ I ~~ 9.7 10.7 12.6 15.6 19.5 23.2 26.6 x x 
92 代 9.1 10.6 12.6 14.3 19.3 22.6 28.0 x x 
93 7.9 10.5 11. 7 13.6 19.0 22.0 28.0 x x 
94 6.8 10.4 10.9 11. 18.4 22.7 29.3 x x 












10.2 2. 1 
8.8 2.0 
7.9 3. 1 

































3. 1 3.2 
2.9 4.2 
3.4 2.3 


















































庖は，大別して総合農業機械メーカーが資本参加した系 発があった.しかし二元ルート によるメ リットとデメ
列販売会社とその他販売庖に分けられる. しかし系列販 リットを比較・検討して，大手メ ーカーはいずれもこれ
売会社以外の販売庖は，概して小規模事業者であり，系 まで農協系統への解放を積極的に進めてきた.
列販売会社から大部分の商品の供給を受け，弱い立場に その結果，農協系統ルー トが販売総額に占める割合は，









































































































































































































































































































































































































































































































保も困難になった.さらに1960年代初頭からトラクタが 化， 金融引き締めから金詰まり傾向になり， 第1章で指



















































































































激増をつづけ， 1977年の最盛期には遂に6590億円を記録 ろうかという意見が官界から出されたりもした.J (注20)
するに至ったのである.まさに 4倍の成長であった.農

















































コンセンサスを得て r農業機械公正取引協議会J(以下， 分に関する提示価格を現行価格よ り最低十四パーセン
公取協)の設立準備委員会が設置されたのであった.同 トヲ|き上げた価格とすること












































































































冷夏の影響は大きく ，翌1981年の全国総出荷額は1978年 の旋回時に前輪を後輪の約 2倍の速度で回転させて，旋
























































































































































































































































































注18) rヤンマー農機20年の歩みJ p40 
注19)年次の記載等正確を期すために若干修正しである
注20)前出 「ヤンマー農機20年の歩みJ p28 
注21) rヤンマー農機20年の歩みJ p28-29 
注22) rヤンマー農機20年の歩みJp57 
注23)公正取引委員会，昭和49年(勧)第19号勧告書より
注24)農機具友の会『回想録全購連農機具時代』平成8
年より
注25)1998年度メーカー販売会社への開き取り調査より
注26)全農内部資料より
注27)近藤康男「幻想喪失ー最大限利潤と農協J r昭和後期
農業問題論集20 農業協同組合論J 1983年
